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こ
の
記
事
は
筆
者
の
長
年
の
経
験
と
考

察
を
ま
と
め
、
経
営
や
技
術
、
国
の
政
策
、

世
界
の
動
き
を
総
合
的
に
分
析
し
た
も
の

で
あ
る
。

世
界
農
業
の
動
き
と
日
本
農
業

現
在
、
世
界
の
農
業
は
大
き
な
転
換
期

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
最
近
、
酪
農
先

進
国
を
自
認
し
て
き
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
で
も
同
様
な
動
き
が
目
に
つ
く
。
ま
ず

は
そ
の
現
状
に
触
れ
た
い
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
１
年
中
、
草
が

生
育
す
る
、
い
わ
ば
草
地
酪
農
王
国
で
あ

る
。
南
島
南
部
に
位
置
す
る
サ
ウ
ス
ラ
ン

ド
は
、
こ
れ
ま
で
肉
牛
と
羊
地
帯
で
あ
っ

た
が
、
酪
農
に
転
換
し
て
い
る
。
同
島
東

部
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
平
野
に
つ
い
て
も
、

穀
物
の
生
産
か
ら
灌
漑
に
よ
る
大
規
模
酪

農
に
移
行
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
、
酪
農
家
は

乳
生
産
拡
大
の
た
め
に
頭
数
を
増
や
し
、

規
模
拡
大
に
追
わ
れ
て
い
る
。
ス
ト
ッ
キ

ン
グ
レ
ー
ト（
Ｓ
Ｒ
＝
面
積
当
た
り
頭
数
）

も
最
大
限
に
追
求
さ
れ
、
草
地
は
乾
物
生

産
性
の
高
い
ラ
イ
グ
ラ
ス
が
主
流
に
な
っ

た
。
草
の
生
産
量
を
上
げ
る
た
め
、
ha
当

た
り
２
０
０
kg
と
い
う
尿
素
窒
素
の
多
用

も
一
般
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
30
年
以
前

の
酪
農
に
は
ま
れ
に
し
か
見
ら
れ
な
か
っ

た
現
象
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
白
ク
ロ
ー

バ
ー
が
草
地
か
ら
消
え
て
い
っ
た
。
草
地

の
粗
蛋
白
（
Ｃ
Ｐ
）
は
上
昇
し
、
ミ
ネ
ラ

ル
分
の
バ
ラ
ン
ス
の
低
下
が
生
じ
る
た

め
、
ミ
ル
ク
は
出
て
も
牛
の
健
康
や
繁
殖

に
は
適
切
と
は
言
い
難
い
酪
農
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

Ｎ
Ｐ
肥
料
に
過
度
に
依
存
し
た
農
業
は

当
然
の
帰
結
と
し
て
環
境
汚
染
問
題
を
引

き
起
こ
す
。
そ
の
対
策
に
大
き
な
努
力
が

払
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
筆
者

は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
ミ
ネ
ラ
ル
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
マ
メ
科
草
の
あ
る
草

地
に
す
る
こ
と
と
、
Ｎ
肥
料
を
１
０
０
kg

／
ha
以
下
に
減
ら
す
こ
と
を
主
張
し
て
い

る
。
顧
客
の
あ
る
酪
農
家
は
す
で
に
そ
の

方
向
で
動
い
て
い
る
が
、
経
営
は
安
定
し

て
い
る
。

椰
子
油
粕
（
Ｐ
Ｋ
Ｅ
＝
パ
ー
ム
カ
ー
ネ

ル　

エ
キ
ス
ト
ラ
ク
ト
）は
こ
の
10
数
年
、

輸
入
量
が
急
速
に
増
え
て
き
た
。
Ｓ
Ｒ
を

極
度
に
高
め
る
こ
と
は
、
草
地
酪
農
で
は

気
象
の
変
化
、
と
く
に
干
ば
つ
、
低
温
に

よ
る
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
る
経
営
と
な

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
秋
か
ら
冬
、
乳
生

産
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
春
に
も
栄
養
の
補

給
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
Ｐ
Ｋ
Ｅ

の
輸
入
増
大
の
原
因
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
し
か
し
、
Ｐ
Ｋ
Ｅ
の
多
用
の
害
が
最

近
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
ミ
ー
ル
な
ど
を

使
用
す
る
傾
向
は
酪
農
経
営
の
な
か
で
変

動
経
費
が
増
大
す
る
主
因
で
あ
り
、
施
設

費
の
増
加
と
そ
の
返
済
、
獣
医
費
の
増
加

な
ど
を
含
め
て
経
営
を
苦
し
め
る
元
と
な

っ
て
い
る
。

21世紀の農業のあり方
農学博士、国際コンサルタント、SRU 顧問

エリック 川辺

筆者プロフィール

1940年、東京都生まれ。東京農工大学卒業後、ニュージーランドのマッセイ大学院で草地管理学を専攻し、放牧の原理
を追究する論文を執筆する。74年、ニュージーランド国籍取得。その後、ニュージーランドとオーストラリアで大規模
草地農業の試験や実践、コンサルティングを20数年間行ない、牧場管理システムに関する10余年の研究論文をまとめ、
日本大学で博士の学位を取得する。81年、オーストラリアでEric Kawabe & Associates社を設立。同国を中心にニュー
ジーランドや南米など世界各国で「土-作物・牧草-牛」の生態系を基本とする改善や永続農業を目指すコンサルティング
活動を続け、91年からはSRU（Soil Research Union=2017年現在北海道全域の農業者が加入する土壌研究組合）を十勝
の6人の若い農業者で発足、北海道をメインに日本でのコンサルティングと永続農業科学の教育指導活動を拡大する。著
書に『草地の生態系に基づく放牧と酪農経営』（デーリィマン社）などがある。なお、84年ごろから始めたオーストラリ
アのコンサルタントを組織するEco-Agコンサルタント協会の会長を20年近く務めたことに加え、日本でのSRUの指導や
発展が認められ、2015年に開かれたBrookside Consultants Conferenceの大会で“Hall of Fame”（名誉）賞を受賞した。
Brooksideは肥料・薬剤会社から完全に独立した世界最大の土、植物、他の分析所を持つ協会で、それを支持するコンサ
ルタントが世界中で活動し、その大会が毎年アメリカで催されている。今回の受賞は協会の200人を超えるアメリカ、カ
ナダ、イギリス、オーストラリア、ニュージーランド、南アフリカ、アルゼンチンの独立系コンサルタントのなかから選
ばれたもので、アジア、オセアニア地域では同氏が初の受賞者となった。現在ニュージーランド在住。
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ア
な
ど
で
は
そ
の
た
め
に
熱
帯
雨
林
の
伐

採
が
大
々
的
に
進
ん
で
お
り
、
環
境
破
壊

問
題
と
し
て
も
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
日

本
が
輸
入
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
中
西
部
の

穀
倉
地
帯
で
は
土
壌
の
極
度
の
有
機
質
の

低
下
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

大
規
模
な
機
械
農
業
、
工
業
的
農
業
が
原

因
で
あ
る
。
同
じ
現
象
は
１
９
７
０
年
代

に
筆
者
が
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
し

て
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
内
陸
部
の
小

麦
、
ソ
ル
ガ
ム
生
産

地
帯
で
も
起
こ
っ
て

い
た
。
土
壌
の
有
機

質
を
２
％
台
か
ら
４

％
に
引
き
上
げ
る
こ

と
が
大
き
な
課
題
で

あ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
で
は
30
年
以
前
は

２
０
０
頭
経
営
の
酪

農
は
大
き
い
規
模
で

あ
っ
た
。
１
５
０
頭

規
模
の
酪
農
が
多

く
、
草
を
飼
料
の
主

体
と
し
て
、
ラ
イ
グ

ラ
ス
、
白
ク
ロ
ー
バ

ー
、
コ
ッ
ク
ス
フ
ッ

ト
の
ミ
ッ
ク
ス
草
地

で
、窒
素
肥
料
は
無
、

ま
た
は
少
量
の
み
施

さ
れ
て
い
た
。施
設
、

土
地
に
対
す
る
負
債

北
海
道
で
こ
こ
数
年
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ

ー
方
式
が
進
め
ら
れ
て
き
た
の
も
同
じ
背

景
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
牛
を
生
産
の
基
盤

で
あ
る
草
地
か
ら
切
り
離
し
、
そ
の
代
わ

り
に
輸
入
飼
料
を
主
と
す
る
配
合
飼
料
が

ベ
ー
ス
で
は
変
動
経
費
の
増
加
、
ま
た
穀

物
の
国
際
価
格
変
動
に
常
に
脅
か
さ
れ
る

不
安
定
な
酪
農
経
営
を
も
た
ら
す
原
因
と

な
る
。

Ｐ
Ｋ
Ｅ
の
生
産
国
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ

は
限
ら
れ
て
お
り
、
乳
価
格
は
キ
ロ
20
円

程
度
と
低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
営
は

安
定
し
て
い
た
。
酪
農
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
太
字
で
示
し
た
上
述
の
内
容
と
、
農

用
地
の
土
地
価
格
の
急
激
な
上
昇
や
フ
ォ

ン
テ
ラ
社
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
本
社

が
あ
る
世
界
最
大
の
乳
製
品
輸
出
企
業
）

の
国
際
企
業
化
が
起
き
る
前
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
こ
数
年
は
キ
ロ
50
円
台
に
上
が
っ

て
い
る
が
、
経
営
困
難
な
酪
農
家
が
増
え

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

ま
た
近
年
、
規
模
拡
大
、
乳
生
産
量
増

加
に
拍
車
を
か
け
る
事
態
が
起
こ
っ
た
。

そ
れ
は
高
泌
乳
多
頭
化
で
あ
る
。
以
前
安

定
し
て
い
た
酪
農
家
も
、
規
模
拡
大
を
目

指
す
こ
と
で
借
金
が
増
加
し
、
危
機
的
状

態
に
陥
っ
た
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。

新
た
な
投
資
、
牛
の
購
入
、
施
設
や
機

械
へ
の
投
資
、
さ
ら
に
土
地
購
入
と
、
固

定
経
費
の
増
加
が
大
き
な
理
由
で
あ
る
。

乳
量
増
加
、
乳
価
格
の
上
昇
で
粗
収
入
は

確
か
に
増
加
す
る
が
、
反
面
、
投
資
に
対

す
る
利
子
、
返
済
の
増
加
を
も
た
ら
し
て

い
る
た
め
、
そ
の
支
払
い
が
粗
収
入
の
増

加
を
上
回
っ
た
の
で
あ
る
。

Ｓ
Ｒ
が
最
大
限
に
プ
ッ
シ
ュ
さ
れ
た
こ

と
は
、
餌
不
足
の
問
題
と
Ｐ
Ｋ
Ｅ
の
輸
入

増
加
、
尿
素
肥
料
の
多
用
、
そ
し
て
増
え

た
牛
の
管
理
の
た
め
に
従
業
員
を
雇
用
す

る
必
要
か
ら
牛
の
管
理
に
影
響
し
、病
気
、

繁
殖
の
低
下
、
獣
医
費
の
増
加
が
大
き
な

ウ
エ
イ
ト
と
な
り
、
経
営
を
難
し
く
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
少
な
く
な
い
数
の
大

規
模
酪
農
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

反
対
に
、
規
模
を
小
さ
く
維
持
し
、
乳

量
増
加
に
追
わ
れ
な
い
姿
勢
を
堅
持
し
て

い
る
２
０
０
頭
以
下
の
経
営
を
守
る
酪
農

家
は
、新
し
い
設
備
投
資
も
し
て
い
な
い
。

土
の
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
、
尿

素
施
肥
を
最
小
限
に
し
て
草
地
に
白
ク
ロ

ー
バ
ー
も
維
持
し
て
い
る
。
牛
は
健
康
で

あ
る
。
ま
た
、
筆
者
の
住
む
隣
の
牧
場
で

は
ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ
ス
を
大
い
に
活
用
し
て

フ
リ
ー
シ
ア
ン
と
の
ク
ロ
ス
繁
殖
で
放
牧

に
強
い
牛
を
作
り
、成
果
を
上
げ
て
い
る
。

結
果
と
し
て
乳
量
も
７
０
０
０
kg
ま
で
上

げ
て
い
る
。
損
益
分
岐
点
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
平
均
よ
り
は
る
か
に
低
く
、
経
営

は
安
定
し
て
い
る
。

こ
の
現
象
は
１
９
８
３
年
の
国
際
畜
産

会
議
（
Ｗ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
で
筆
者
が
発
表
し
た

論
文
の
な
か
で
示
し
た
方
程
式
で
説
明
で

き
る
。

Ｐ
ｎ
＝
Ｓ
Ｌ（
ｗ
ｔ
ｐ

－

Ｅ
ｖ
）

－

Ｅ
ｏ

－

（
Ｒ
＋
Ｉ
）

Ｐ
ｎ
＝
純
収
益
、
Ｓ
＝
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
レ

ー
ト
、Ｌ
＝
土
地
面
積
、ｗ
＝
生
産
量（
乳
、

肉
）、
ｔ
＝
放
牧
日
数
、
ｐ
＝
価
格
、
Ｅ

ｖ
＝
変
動
経
費
（
餌
代
、
獣
医
費
が
大
き

な
比
率
を
占
め
る
）、
Ｅ
ｏ
＝
固
定
経
費
、

Ｒ
＋
Ｉ
＝
資
本
返
済
、
利
子
返
済

フィールド研修を行なう生産者のグループ
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こ
こ
で
規
模
拡
大
は
Ｒ
＋
Ｉ
の
大
幅
な

増
加
を
意
味
し
、
粗
収
入
の
比
例
的
増
加

に
対
し
て
Ｅ
ｖ
の
増
加
も
加
わ
っ
て
そ
れ

を
超
え
る
現
象
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
、

そ
の
結
果
、
Ｐ
ｎ
∧
０
の
赤
字
経
営
と
な

り
や
す
い
。
健
全
経
営
で
は
、
Ｓ
Ｌ
×
ｗ

ｔ
ｐ
∨
Ｅ
ｖ
＋
Ｅ
ｏ
＋（
Ｒ
＋
Ｉ
）
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

土
地
面
積
が
一
定
の
と
き
、
放
牧
と
そ

の
管
理
技
術
の
向
上
は
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
レ

ー
ト
を
増
加
さ
せ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
放

牧
牛
の
頭
数
が
増
加
す
る
の
で
あ
る
が
、

過
度
に
追
求
す
る
こ
と
は
間
違
い
で
あ

る
。
こ
の
点
は
世
界
の
草
地
学
者
が
認
め

て
い
る
。

土
の
ミ
ネ
ラ
ル
管
理
と
草
地
の
栄
養
管

理
は
牛
の
増
体
率
、
乳
生
産
と
そ
の
期
間

（
放
牧
期
間
）
の
増
加
を
も
た
ら
す
。
そ
れ

は
草
地
の
生
産
向
上
を
意
味
し
、
牛
が
健

康
な
こ
と
は
Ｅ
ｖ
を
下
げ
る
役
割
を
す
る
。

さ
ら
に
、
余
分
な
土
地
、
機
械
、
牛
舎

な
ど
の
投
資
を
抑
え
る
こ
と
は
Ｒ
＋
Ｉ
を

上
げ
な
い
効
果
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の

方
程
式
の
左
辺
を
上
昇
さ
せ
、
右
辺
を
下

げ
る
効
果
を
持
つ
。
純
収
益
の
向
上
と
健

全
経
営
の
基
本
で
あ
る
。

こ
れ
は
効
率
向
上
の
方
法
の
問
題
と
も

い
え
よ
う
。
そ
れ
を
新
し
い
器
具
、機
械
、

建
物
、
土
地
に
求
め
る
か
、
ま
た
は
土
の

ミ
ネ
ラ
ル
と
生
態
系
を
学
び
、
草
地
の
生

態
系
を
生
か
す
放
牧
に
取
り
組
む
こ
と
に

求
め
る
か
。
こ
の
選
択
が
こ
の
方
程
式
に

示
さ
れ
る
健
全
経
営
の
鍵
と
な
ろ
う
。

日
本
で
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
推
進
と
高
泌
乳
多
頭

化
政
策
は
外
国
の
飼
料
生
産
に
頼
る
不
安

定
な
酪
農
を
も
た
ら
し
、
放
牧
で
享
受
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
を
無
視
す
る
も
の
で
あ

り
、
農
家
の
経
営
安
定
化
と
逆
の
方
向
に

あ
る
と
い
え
よ
う
。

世
界
の
ミ
ル
ク
需
要
は
増
加
し
て
お

り
、
イ
ン
ド
、
中
国
が
そ
の
理
由
と
い
わ

れ
る
。
ミ
ル
ク
の
国
際
市
場
が
で
き
て
か

ら
価
格
の
変
動
は
激
し
く
な
っ
た
。
そ
れ

は
先
売
り
買
い
な
ど
、
国
際
企
業
に
よ
る

投
機
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
振
り
回
さ
れ
て
苦

境
に
陥
っ
て
い
る
酪
農
家
も
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
に
は
少
な
く
な
い
。

日
本
の
酪
農
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

本
州
で
は
土
地
基
盤
に
沿
わ
な
い
多
頭
数

飼
育
酪
農
が
多
い
。乳
価
格
の
支
持
政
策
、

購
入
飼
料
の
価
格
が
比
較
的
安
い
と
い
う

条
件
（
円
高
）
で
成
り
立
っ
て
き
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
国
際
化
で
な
く
、
価

格
支
持
政
策
と
安
価
な
餌
が
必
要
条
件
で

あ
り
、
土
地
基
盤
の
な
い
高
泌
乳
多
頭
化

を
も
た
ら
す
こ
と
に
基
本
的
問
題
が
あ
っ

た
。
環
境
汚
染
問
題
は
堆
肥
処
理
も
含
め

て
深
刻
で
あ
る
。

北
海
道
酪
農
、
そ
れ
は
本
州
と
は
成
立

条
件
が
異
な
り
、
土
地
を
基
盤
と
す
る
農

業
が
可
能
で
あ
る
。
一
般
の
酪
農
家
を
例

に
挙
げ
る
と
、
そ
の
多
く
は
30
～
40 

ha
の

土
地
を
保
持
し
、
搾
乳
頭
数
は
50
～
80
頭

規
模
が
多
い
。
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
レ
ー
ト
は

ha
当
た
り
２
頭
以
下
程
度
が
多
く
、
適
切

と
い
え
る
。
そ
れ
は
土
地
を
基
盤
と
す
る

健
全
経
営
の
酪
農
が
存
在
で
き
る
条
件
で

あ
る
。
問
題
点
は
何
か
？　

草
の
栄
養
的

質
と
そ
の
利
用
方
法
、
放
牧
の
仕
方
が
不

十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
輸
入
の
購
入
飼
料

を
多
量
に
使
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
牛
の
病
気
、
繁
殖
率
の
良
く
な
い
こ

と
も
問
題
で
あ
る
。

原
点
回
帰

こ
こ
で
原
点
回
帰
を
提
言
し
た
い
。

経
営
上
の
基
本
と
し
て
頭
数
拡
大
を
求

め
な
い
。
余
計
な
投
資
は
控
え
、
固
定
経

費
を
抑
え
る
こ
と
を
第
一
と
す
る
。

土
の
ミ
ネ
ラ
ル
栄
養
と
そ
の
バ
ラ
ン
ス

を
改
善
す
る
こ
と
か
ら
草
の
生
産
性
、
質

の
向
上
、
そ
れ
に
よ
る
牛
の
健
康
維
持
、

繁
殖
率
の
向
上
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
餌

代
を
下
げ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
輸
入

配
合
飼
料
の
使
用
半
減
を
目
標
に
、
そ
の

う
え
で
輸
入
飼
料
の
利
用
を
最
小
限
に
抑

え
る
方
向
性
を
持
つ
こ
と
が
国
際
化
の
波

を
防
ぐ
最
大
の
方
策
で
あ
る
。

放
牧
に
よ
る
労
働
の
縮
小
、
適
切
な
栄

養
管
理
で
健
康
な
牛
に
す
る
こ
と
で
獣
医

費
の
削
減
な
ど
に
よ
る
コ
ス
ト
の
低
減
、
そ 

れ
に
よ
る
変
動
経
費
の
大
幅
低
下
、
ひ
い

て
は
農
家
経
営
の
ネ
ッ
ト
収
益
の
向
上
を

可
能
に
す
る
。
結
果
と
し
て
安
心
で
健
全

な
経
営
を
確
立
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

一
方
で
は
、
頭
数
拡
大
と
放
牧
無
し
の

飼
育
、
さ
ら
に
酪
農
家
が
自
給
飼
料
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
う
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の

増
加
は
経
営
を
ま
す
ま
す
困
難
に
し
て
い

る
。グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
名
の
下
に
大
企
業
の

利
益
を
優
先
す
る
政
策
と
貿
易
を
自
由
化

す
る
動
き
が
あ
る
が
、
そ
の
対
応
は
し
ば

し
ば
表
面
的
な
経
営
規
模
拡
大
に
よ
る
粗

収
入
の
増
加
、
そ
れ
を
経
営
改
善
策
と
呼

ん
で
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
世
界
的
に

そ
れ
は
酪
農
家
を
破
滅
に
追
い
や
る
逆
現

象
を
招
い
て
い
る
。

そ
の
反
面
、
世
界
の
食
料
生
産
は
地
球

温
暖
化
に
よ
り
大
き
な
危
機
に
瀕
し
て
い

る
。
世
界
の
食
料
生
産
地
帯
で
は
干
ば
つ

と
洪
水
、
異
常
気
象
に
頻
繁
に
対
面
し
て

い
る
。
自
国
の
食
料
を
い
か
に
生
産
し
て

維
持
す
る
か
。
そ
れ
は
一
国
の
重
大
な
課

題
で
あ
る
。

今
後
の
日
本
と 

世
界
農
業
の
方
向

で
は
、
世
界
的
な
動
き
は
ど
う
か
？　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
企
業
農
業
に
反
対
の
グ

ラ
ス
ル
ー
ト
の
動
き
が
広
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
永
続
農
業
の
追
求
、
家
族
農
業
の

維
持
、
ア
メ
リ
カ
で
起
き
て
い
る
地
域
社

会
内
で
の
食
料
流
通
（
Ｃ
Ｓ
Ａ
＝
地
域
社

会
に
支
持
さ
れ
る
農
業
）
な
ど
の
動
き
で

あ
り
、
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
。

そ
の
多
く
は
エ
コ
農
業
、
バ
イ
オ
農
業
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を
追
求
、
土
を
基
本
と
す
る
生
態
系
の
維

持
を
基
本
と
す
る
農
業
で
あ
る
。
そ
れ
が

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
Ｐ
Ｃ
、
ア
メ
リ
カ

で
は
Ｃ
Ｓ
Ａ
、
エ
コ
農
業
で
あ
る
。

バ
イ
オ
、
生
物
学
を
第
一
と
す
る
農
業

を
唱
え
る
ブ
ル
ッ
ク
サ
イ
ド
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
協
会
（
Ｂ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）
は
１
９
５
２
年

に
オ
ハ
イ
オ
州
ニ
ュ
ー
ノ
ッ
キ
ス
ビ
ル
と

い
う
田
舎
の
町
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、
オ

ー
ル
ブ
リ
ッ
ク
理
論
を
基
に
農
家
の
指
導

活
動
を
開
始
し
、
ス
カ
ピ
ュ
ラ
、
メ
イ
ヒ

ュ
ウ
、
ベ
イ
リ
ー
な
ど
優
秀
な
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
ら
が
そ
の
基
盤
を
作
っ
て
い
っ

た
。
現
在
そ
の
活
動
は
世
界
的
に
広
が
り

つ
つ
あ
る
。
土
の
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
を

作
る
こ
と
、
健
康
な
作
物
、
牛
、
動
物
を

作
る
こ
と
が
第
一
原
則
で
あ
る
。
そ
の
た

め
の
理
論
は
す
で
に
半
世
紀
前
に
オ
ー
ル

ブ
リ
ッ
ク
博
士
ら
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｃ
の
創
立
者
はB

ill 
M

orrison

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）で
あ
る
。

筆
者
は
21
世
紀
の
現
在
、
経
済
ゼ
ロ
成

長
方
式
が
地
球
に
お
け
る
人
類
の
生
存
の

基
本
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
、
永
続
性
と
生

態
系
の
安
定
を
基
本
と
す
る
安
定
し
た
農

業
経
営
を
目
標
と
す
る
指
導
に
従
事
し
て

い
る
。
そ
れ
は
さ
ら
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

を
抑
え
、
温
暖
化
す
る
気
候
を
少
し
で
も

緩
和
す
る
方
向
で
あ
る
。
地
球
の
エ
コ
シ

ス
テ
ム
は
人
類
の
人
口
増
加
、
企
業
の
生

産
拡
大
を
支
え
ら
れ
な
い
段
階
に
達
し
て

い
る
。
人
類
は
生
態
系
破
壊
を
20
世
紀
に

急
激
に
進
め
て
き
た
た
め
で
あ
る
。
経
済

ゼ
ロ
成
長
と
人
口
縮
小
は
人
類
が
生
き
延

び
る
た
め
の
大
原
則
で
あ
ろ
う
。
気
候
と

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
日
本
は
“
都
市
か

ら
地
域
へ
の
人
口
移
動
”“
地
域
農
業
＋

地
域
社
会
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
の
増
加
、
家
族

規
模
の
農
業
を
盛
ん
に
し
て
自
給
率
の
低

下
を
止
め
る
こ
と
。
そ
し
て
、
自
給
率
80

％
以
上
の
自
給
自
足
的
経
済
を
目
標
と
し

て
進
め
る
こ
と
が
最
大
の
課
題
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

そ
の
た
め
の
第
一
歩
は
何
か
？　

原
点

に
戻
り
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
の
や
り
方
、

技
術
の
見
直
し
、
な
ぜ
い
ま
や
っ
て
い
る

こ
と
を
す
る
の
か
？

技
術
は
与
え
ら
れ
た
環
境
、
政
治
、
政

策
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
日

本
で
の
農
業
は
戦
後
の
工
業
化
政
策
の
な

か
で
、
そ
れ
を
支
え
る
産
業
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
規
模
が
極
端

に
小
さ
い
零
細
農
業
を
経
営
単
位
に
す
る

た
め
に
役
立
っ
た
が
、
資
材
、
機
械
、
肥

料
、
薬
剤
、
飼
料
産
業
を
支
え
る
産
業
で

も
あ
っ
た
。
農
業
科
学
は
本
来
政
策
に
よ

っ
て
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
技
術

に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
。

そ
れ
は
農
業
本
来
の
土

－

植
物

－（
動
物
）

牛
（
消
費
者
）
の
自
然
の
生
態
系
の
確
立

に
よ
っ
て
営
ま
れ
る
農
業
を
追
求
す
る
う

え
で
独
立
し
て
新
し
い
技
術
体
系
を
作
り

出
す
原
動
力
で
あ
る
。

現
在
の
技
術
体
系
に
は
“
や
ら
な
く
て

も
よ
い
こ
と
を
す
る
”
作
業
（
技
術
）
が

た
い
へ
ん
多
い
の
で
あ
る
。
放
牧
は
そ
れ

を
象
徴
し
て
い
る
。
牛
が
で
き
る
こ
と
を

な
ぜ
ヒ
ト
が
す
る
の
か
？　

４
足
動
物
は

歩
い
て
採
食
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ー
を
散
布
す

る
。
さ
ら
に
、
栄
養
的
に
も
必
要
な
物
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ヒ
ト
は
牛
の
作
業

を
妨
げ
ず
、
そ
の
効
率
を
上
げ
る
た
め
に

柵
を
作
る
。
不
足
の
と
き
に
乾
草
を
与
え

る
。
土
の
管
理
を
し
て
補
給
す
る
。

そ
の
た
め
、
土

－

牧

草

－

牛
の
栄
養
科
学
を

基
に
し
て
牛
に
と
っ
て

ベ
ス
ト
に
な
る
技
術
体

系
、
放
牧
シ
ス
テ
ム
を

作
る
こ
と
で
あ
る
。
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
な
放
牧
と

Ｐ
Ｍ
Ｒ（
パ
ー
ト
リ
ー
・

ミ
ッ
ク
ス
ド
・
レ
ー
シ

ョ
ン
＝
生
産
乳
量
に
応

じ
て
必
要
な
濃
厚
飼
料

を
ロ
ボ
ッ
ト
で
個
々
に

給
餌
す
る
給
餌
）
に
よ

る
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の

管
理
は
そ
の
例
で
あ

る
。
放
牧
を
成
功
さ
せ

る
た
め
に
草
地
の
栄
養

を
確
か
め
、
乾
草
、
サ

イ
レ
ー
ジ
で
補
う
作
業

が
重
要
と
な
る
。
そ
こ

で
は
放
牧
地
か
ら
の
牛

の
栄
養
摂
取
を
第
一
と

し
、
購
入
飼
料
を
あ
く
ま
で
も
補
助
飼
料

と
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
牛
の
第

１
胃
を
作
る
の
は
草
で
あ
り
、
そ
の
原
点

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

草
地
に
お
け
る
マ
メ
科
草
の
重
要
性
、

蛋
白
源
、Ｃ
ａ
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
栄
養
源
、

空
中
窒
素
の
固
定
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。
自
然
の
生
態
系
を
大
切
に
し
、

そ
れ
を
基
本
に
す
る
と
き
、
農
業
は
成
功

す
る
で
あ
ろ
う
。
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